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あり，絵画療法のことをアートセラピー art therapy と
言うこともある．日本芸術療法学会は，英語では The 























芸術を用いる精神療法 art psychotherapy である．また
後者は，芸術体験そのものが持つ癒しの力に重きをおく






















































































































































































































































































































































員の増加もあって，1988 年に M 保育園として新たにス






































































































































































































され ､ 再び注目を浴びるようになったものである 43．
　命は，その誕生から死，そして次の世代へと続く連続
するものである．そして命は他の命を取り入れることに
よって成り立ち，相互に支えられているものである．子
どもたちが畑に通って命の世話をするということは，命
という見えないものをケアすることである．
3）必然性のある保育活動
　中心となっている保育活動が畑づくりであるために，
子どもたちの日々の生活が必然性のある出来事によって
展開され，保育内容もまた必然的となるように工夫され
ている．日々の生活が子どもにとってわかりやすい具体
的な，先の見通せる日常になっているために，子どもは
自ずと主体的にかかわるようになり，表現したくなる．
子どものなかに生じた意欲は，さまざまな空想やイメー
ジとなって膨らみ，造形的な表現はもちろんのこと，言
葉や音等の多様な表出，表現となっていく．自分のやり
たいことをやってみることができ，保育者はそれらを受
けとめることができるほどに，柔軟に，懐深く子どもた
ちとつきあっている．
　ここでの子どもたちの表現は，「いのちの発露」であり，
芸術療法で生まれた作品と同じである．「芸術療法に共
通して言えることは，その人の中に潜むさまざまな可能
性や変化の糸口を，さまざまな媒体を通じて見つけ出し，
表出する作業」である．「そうした作業やプロセスと通
して，結果として，ひとがより良く生き，その方向に導
かれる出来事であると」言える．つまり，荒木が特に強
調するように，「よどんだ『いのち』が，さまざまな表
現活動や身体的表出活動を通じて，『いのち』が活性化
する働き」なのである 44．
4）行為やこだわりを意味あるものとして見続ける
　子どもが行うことを尊重し，子どもたちの表現行為や
こだわりを意味あるものとして見続けることは，子ども
を一人の人間として捉える視点でもある．ある保育士は
次のように述べている．「私は今まで，保育とは子ども
たちを型にはめることが最良の方法だと思っていまし
た．しかし，この保育を展開してゆく中で，子どもたち
43　浅野房世・高江洲義英『生きられる癒しの風景―園芸療法か
らミリューセラピーへ』人文書院，2008，pp.112-115
44　荒木，前掲書，pp.29-30
のこんなに生き生きとした姿を見て，保育士 11 年目に
して私は『子どもを，人間を相手にしているんだ』と実
感し，この保育を実践できてよかったと心から思いまし
た」45．
　「保育者の主要な職能は，子どもの育ちを支える働き
の連続性・継続性に寄与することにある」46 ことを保育
者は承知しているがゆえに，いきおい子どもを一律に，
支援しなければならない者，教育しなければならない者
と見なしてしまいがちである．子どもに寄り添い続ける
ということは，子どもが行っていることを，たとえその
意味は分からなくともまずは肯定し，その次に，子ども
と一緒に悩み，喜び，試行錯誤することであろう．そこ
では子どももさることながら，保育者自身もまた変容を
遂げている．
　芸術療法で治療者がプロセスを大切にすることは，「患
者が作品を作りだす過程の中で感じていたであろう感
覚」を大切にすることである．ものを生み出すプロセス
においては，治療者や周りにいる人の一つひとつの動作
が作者に影響して，次の動作を決定し，また生まれてく
るものにも影響されていく．そのような制作途上の相互
作用を尊重することが，プロセスを解釈し大切にすると
いうことである．患者の出来事と治療者の出来事は一つ
の出来事（編み物をする，絵を描くなど）を通じて，同
時に生じているものである．そのような意味で，事例と
は患者の物語であると同時に，治療者の物語でもあるよ
うなものとなる 47．
　M 保育園での保育実践においてもまた，子どもとと
もに過ごした日常は，子どもたちが紡いだものであると
同時に，保育者が紡いだものでもある．
5）わがことのように感じる
　そのように子どもとつきあうことで，保育者は子ども
の気持ちをわがことのように感じ，子どもとの一体感を
感じている．つまり間主観的な関係性を築いている．こ
こには子どもはもちろんのこと保育者にも豊かな感情体
験があることが想像できる．五感をはじめとするさまざ
まな感覚が刺激され，感情体験が豊かになることは子ど
もも保育者も日常が楽しく元気になることである．
45　山田，前掲書，2012，pp.85-87
46　大場幸夫『子どもの傍らに在ることの意味―保育臨床論考』
萌文書林，2007，p.93
47　荒木，前掲書，pp.23-25
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⑶　受容的環境がもつ能動性
　M 保育園の実践の中から見出された芸術療法的な配
慮を整理してみると，園の人的・物的環境のすべてが受
容的であろうとしていることに気づかされる．芸術療法
的であるということの第一歩は，受け入れる，受容する
という環境の包容力にある．
　このことは，筆者がかつて経験したダギーセンターの
「誰にでも自分自身を癒す力が自然に備わっている．そ
して温かい思いやりと受容が癒し／回復を助ける」とい
う原則を思いださせる．ダギーセンターは，死別に心を
痛めている子どもたちが，回復の過程を歩んでいくとき
に体験を分かち合える様に，安全で愛情あふれるサポー
トを提供することをその使命としており，一種のセルフ
ヘルプ・グループである．そこで行われていることは，
子どもが表現することを，愛情をもってそのまま受け止
めるということである．表現の奥にある思いをおとなが
受け止め，その思いを子ども自身が理解できるように，
今度は子どもに返していくのである．子どもには自分で
自分を癒しながら成長していく力が自ずと備わっており，
それが発揮されるようサポートするのである．ダギーセ
ンターは，芸術療法という表現は使っていないが，「受け
止める環境」が非常に大切であることを示している 48．
　子どもの表現を否定せずそのまま受け止めるというこ
とは，極めて受動的な行為に見えながら，保育者自身の
価値観や方法論を変えざるを得ないことがあるという意
味で，最も積極的な行為であると言える．保育者が振り
返る必要があるのは，まさにそのような意味においてで
ある．受容的な環境では子どもに限らず，誰もがどこか
素直になって，自然にありのままの自分を表出する．そ
の時，すでに，芸術療法は始まっているのかもしれない．
　山田の実践は，芸術療法的な配慮は子どもの心身の発
達を支え，また成長に伴う心理的な混乱を予防する方向
に働くことを実証したものである．
おわりに
　M 保育園での保育実践を嬉野温泉病院の歴史の中に
位置づけてみると，それは，わが国の芸術療法の大きな
方向性そのものだったことに気づかされる．芸術療法が
多様な場面で利用されているということは，芸術療法を
高めこそすれ，取るに足らないものにすることではない．
われわれは誰でもストレスに苛まれ，何となく体調不良
48　拙著「ダギーセンターのグリーフワーク―芸術活動と悲嘆」
『未来』No.368，未来社，1997，pp.2-10
を感じている未病状態にあり，その意味において自己治
癒力をもつ芸術療法を必要としているのである．
　保育実践を芸術療法的に捉えるということは，わが国
の保育園や幼稚園において，長い時間をかけて培われて
きた保育実践のエッセンスそのものでもあるという言い
方もできるのかもしれない．芸術療法的であることの第
一義としてあげた受容的な環境ということについても，
保育研究の大場が言う「抱え環境」そのものと言えるだ
ろうし 49，鯨岡が言い続けてきた「養護の働き」である
とも言えるだろう 50．にもかかわらず，芸術療法的な配
慮という考え方が必要なのは，次の時代を生きる子ども
たちのために保育実践そのものをいまいちど見直し，再
構築を図っていくためである．青い鳥が自分の傍にいた
ことに気づくために．
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